
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１号 

令和６(２０２４)年７月１８日 

小郡市教育委員会 
ＩＣＴ教育通信 

“自分で選んで”“自分で決めて” ～授業改善は新たなステージへ！～ 

 ７月５日（金）に第２回ＩＣＴ教育推進委員会を持ちました。今回は、中村学園大学 山本 朋弘教授

から「ＡＩ時代の新たな学びの姿とは」というテーマで御講話いただく機会を得たため、各校の管理職、

学力向上担当者等にも対象を広げ「拡大」開催としました。 

「１０年後、今の中学生が社会に出て就職したとき、どんなツールを使って仕事をしていると思いま

すか？子ども達は、社会が変わって行くことに対して柔軟に対応できないといけません。それを支援す

る教師も柔軟に変化に対応し支援をしていかねばなりません。授業が変わるのは当然です。『教師主導

から子ども主体の学びへ』、『同じ内容を同じ方法で学ぶ一律一斉の指導から、子どもが“自分で選んで”

“自分で決める”自律した学びへ』と変えていきましょう。」と、山本先生からは、本質的な教育理念に

関わる重要なメッセージを伝えていただきました。 

参会者も「これからの時代を生き抜く子ども達のことを考えて、ＩＣＴを含めた個別最適な学びの必

要性を改めて感じることができた。」「目的は、子どもが今からの時代を生きる上で必要となる学力を身

に付けることなので、そこを教師が見越した上で、今からの時代を生きていく上で必要な学び方を子ど

もに提案していく必要があると思う。」等、授業改善への意欲を高めて頂いています。 

研修内容を校内で共有していただき、小郡市が目指す「未来に向かい 未来を拓く力」を全学校で育

んでいきたいと思います。 

                                   小郡市教育長 秋永 

「AI 時代の新たな学びの姿とは」 中村学園大学教育学部 教授 山本朋弘 様 演題  
 
 山本教授の講話では、今後求められる教育について、 
様々なアドバイスをいただきましたが、今回は、授業改善 
のポイントに絞って紹介します。 
【教師の教育観の転換について】 
○同じ内容を同じ方法で一斉に「教える」ことから、学習者 
が多様な内容・方法から自分で選んで決定しながら「学 
ぶ」授業に転換する必要があり（右図参照）、新しいスキ 
ルを入れる（リスキリング）のためには、古いものを捨てる 

（アンラーニング）から始めなければいけない。 
〇小郡市が目指す「主体的・対話的・創造的に学び深める」 
の『創造的』は小郡市の特長でもあるため、地域とつなぎ 
地域の課題を解決するための「新たな価値」を生み出す 
具体的なイメージを学校内で議論・共有してほしい。 
【授業実践について】 
〇学習規律と自分にフィットした学びの両立が大切。「個別最
適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実を図るために
は、教育のプロとして資質能力向上につなぐための教材
研究をまずはしっかり行うことが重要である。また、自己調
整力を働かせるためには、全ての学年、全ての教科で様
式を統一させた振り返りを行うことが大切。 

▲教師主導から子供主体の学びへの移行 

 （山本教授のプレゼンより） 

▲個別最適な学び・協働的な学びでの要点整理 

 （山本教授のプレゼンより） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本協議会では、「主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた道徳科の授業改善」について協議を深めました。  

２年生でも、ロイロノートへの書き込み（表情・言葉）や 

共有カードの参照機能を使いこなしており、日常的に 

授業で高められている姿がすばらしかったです。 

 

 

AI時代に生きる子どもたちを自律的な学習者へと導き、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実を図ってい

くためにどのような授業をつくっていけばいいのか、その改善のポイントについて具体例もたくさん紹介していただき

ながら大変有益なご示唆をいただきました。 

とくに、「個別最適な学び」のポイントは、自分で選んで自分で決めて、子どもたちが自己調整しながら学習を進め

ていくことができるよう学習内容を個別化することが重要であることがわかりました。 

また、「協働的な学び」のポイントは、まずは自分の考えをしっかりもたせることが大切であり、他者参照、話し合い

や共有を通して子どもたちの考えを深められることが必要であるとわかりました。 

本日の講話の内容を、ICT教育推進委員が中心になって各学校に広めることで、小郡市全体の授業改善が図ら

れることを願っております。 

ICT教育推進委員会 副委員長 大原中学校教頭 米倉先生による謝辞より 

 

○子どもたちの１０年後の将来を考えると、ICT が欠かせないツ-ルであり、授業改善の必要性を強く感じた。具合的

に、子ども自らが選んで、自分で決めて、自分にフィットした学び方で学習を進めていく個別最適な学び、自己調整

力を鍛えていくことが大切だと分かった。学校としてのルーブリックや学びのロ-ドマップを作成していきたい。 

○勇気のいることではあるが、教師が今までの枠から脱することができないと、個別最適な学びの実現には近づくこと

ができないと感じた。 

○子どもにゆだねる場面の大切さ、また、そのための教材研究や事前の準備を行っていくことが大切だと感じた。 

○以前から授業での机配置や学習方法について、もっとフリーにしたいという思いはあるものの、それは授業なのかと

いう自問自答を繰り返していたが、山本先生のお話を聞いて、挑戦してみようという勇気をもらえた。 

 

参加した先生からの感想（要旨） 

東野小学校での道徳教育推進協議会公開授業で２年生がＩＣＴを自ら活用する姿（７月１２日） 

２年生「きまりのない 学校」 授業者 東野小学校 中武 亜音衣 先生 


